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平成２8年第3回定例会

　平成２８年第３回笠間市議会定例会が、９月１日から１６日までの１６日間の会期で開催されました。

　初日（1 日）は、会期の決定、請願の委員会付託、提出議案の説明が行われました。

　４日は、所管の常任委員会に議案を付託しました。また、９人で構成する決算特別委員会を設置し、平成

２７年度決算の審査を付託しました。

　常任委員会は、６日、７日、決算特別委員会は８日、９日、12 日に開催され、付託議案の審査を行いました。

　１３日、１４日、１５日の３日間は、１０人の議員が一般質問を行い、活発な議論が交わされました。

　最終日（１６日）は、各委員長から議案等の審査結果報告を受け、討論、採決、追加議案の審議を行い、

請願を除く全議案を可決して全日程を終了し閉会しました。

平成27年度決算認定、平成28年度補正予算などを可決

月　日 曜日 会　議 議　　　　　　　　事 傍　聴　者

① 9 月 1 日 木 本会議

開会

２名
会期の決定

請願・陳情（付託）

議案上程・提案理由の説明

② 2 日 金 休　会 議案調査

③ 3 日 土 休　会

④ 4 日 日 休　会

⑤ 5 日 月 本会議
議案質疑・委員会付託

決算特別委員会付託

⑥ 6 日 火 休  会 常任委員会（総務産業・教育福祉）

⑦ 7 日 水 休　会 常任委員会（建設土木）

⑧ 8 日 木 休　会 決算特別委員会（第１日目）

⑨ 9 日 金 休　会 決算特別委員会（第２日目）

⑩ 10 日 土 休　会

⑪ 11 日 日 休　会

⑫ 12 日 月 休　会 決算特別委員会（第３日目）

⑬ 13 日 火 本会議 一般質問 ２７名

⑭ 14 日 水 本会議 一般質問 ３５名

⑮ 15 日 木 本会議 一般質問 １３名

⑯ 16 日 金 本会議

各委員会委員長報告

２名質疑・討論・採決

閉会

平成２８年第３回笠間市議会定例会会期日程
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提出議案等の審議結果

議案番号等 議    　案　    名    　等 審議結果

請 願
第 2 8 - 3 号 犬及び猫の不妊去勢手術助成金制度の創設を求める請願 採　　択

請 　 　  願
第 2 8 - 4 号 教育予算の拡充を求める請願 採　　択

認 定 第 1 号 平成 27 年度笠間市一般会計及び同特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

認 定 第 2 号 平成 27 年度笠間市水道事業会計決算認定について 原案認定

認 定 第 3 号 平成 27 年度笠間市工業用水道事業会計決算認定について 原案認定

認 定 第 4 号 平成 27 年度笠間市立病院事業会計決算認定について 原案認定

議 案 第 74 号 笠間市の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例について 原案可決

議 案 第 75 号 笠間市手数料条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議 案 第 76 号 笠間市立幼保連携型認定こども園の設置及び管理等に関する条例等の一部を改正する等の
条例について 原案可決

議 案 第 77 号 笠間市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
について 原案可決

議 案 第 78 号 笠間市指定地域密着型サービスの事業の人員 , 設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について 原案可決

議 案 第 79 号 笠間市地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例について 原案可決

議 案 第 80 号 指定管理者の指定について（笠間市地域交流センターともべ及び笠間市営友部駅南口
自転車駐車場） 原案可決

議 案 第 81 号 字の区域の変更について 原案可決

議 案 第 82 号 工事請負契約の締結について（笠間中学校武道場建設工事） 原案可決

議 案 第 83 号 工事請負契約の締結について（笠間公民館改修工事） 原案可決

議 案 第 84 号 動産購入契約の締結について（高規格救急自動車） 原案可決

議 案 第 85 号 平成 28 年度笠間市一般会計補正予算（第 4 号） 原案可決

議 案 第 86 号 平成 28 年度笠間市国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決

議 案 第 87 号 平成 28 年度笠間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決

議 案 第 88 号 平成 28 年度笠間市介護保険特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決

議 案 第 89 号 平成 28 年度笠間市介護サービス事業特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決

議 案 第 90 号 平成 28 年度笠間市公共下水道事業特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決

議 案 第 91 号 平成 28 年度笠間市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決

議 案 第 92 号 平成 28 年度笠間市岩間駅東土地区画整理事業特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決

議 案 第 93 号 平成 28 年度笠間市立病院事業会計補正予算（第 1 号） 原案可決

議 案 第 94 号 平成 28 年度笠間市水道事業会計補正予算（第 1 号） 原案可決

議 案 第 95 号 平成 28 年度笠間市工業用水道事業会計補正予算（第 1 号） 原案可決

委 員 会 提 出
議 案 第 2 号 教育予算の拡充を求める意見書 原案可決

9/16 議決

第３回定例会　提出議案等の審議結果
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平成 28 年度補正予算などを審査しました。（常任委員会）
　今期定例会では、平成 28 年度の補正予算など 22 件の議案と請願 3 件の審査を行いました。
ここでは、各委員会での審査の経過と結果をお知らせします。

審査の経過

9 月 6 日（議案審査）

議案第 74 号 　 議案第 75 号 　 議案第 79 号 　 議案第 80 号　　議案 81 号
議案第 84 号  　 議案第 85 号
請願第 28 － 2 号　  請願第 28 － 3 号

消防本部（総務課・警防課）秘書課、企画政策課、総務課、資産経営課
財政課、税務課、岩間支所地域課、市民活動課、環境保全課、農政課、商工観光課
農業委員会事務局、議会事務局

改正するＢ＆Ｇのプール使用料の近隣自治体との比較結果について。各施設の使用料の
算定方法について【議案第 75 号】
地域交流センターともべ及び友部駅南口自転車駐車場の指定管理料と主な業務内容につ
いて【議案第 80 号】
クラインガルテン施設改修工事費について【補正予算 議案第 85 号】

議案第 74 号　　議案第 80 号　　議案第 81 号
議案第 84 号　　議案第 85 号　　原案可決（全会一致）
議案第 75 号　　議案第 79 号　　原案可決（賛成多数）
請願第 28 － 2 号　継続審査（賛成多数）　  請願第 28 － 3 号　採択（全会一致）　　

■開催日

■審査議案等

■出席を求めた部署

■質疑・意見等

■審査結果

総務産業委員会

9 月 6 日（議案審査）

議案第 76 号　　議案第 77 号　　議案第 78 号　 　議案第 82 号　　議案第 83 号 　
議案第 85 号　　議案第 86 号　　議案第 87 号　 　議案第 88 号　　議案第 89 号
議案第 93 号
請願第 28 － 4 号　

社会福祉課、子ども福祉課、保険年金課、健康増進課、市立病院（経営管理課）
学務課、生涯学習課、笠間公民館、笠間図書館、スポーツ振興課

家庭的保育事業等において保育士が不足している主な原因について【議案第 77 号】
指定地域密着型通所介護事業所における看護師・機能訓練指導員の最低基準の考え方
について【議案第 78 号】
介護ロボット等導入促進事業補助金の内容について、社会教育総務費の補正額の財源
内訳について【補正予算 議案第 85 号】  
公衆衛生活動収益の具体的内容について【補正予算 議案第 93 号】 

議案第 76 号　　議案第 77 号      議案第 86 号　　原案可決（賛成多数）
議案第 78 号　　議案第 82 号　　議案第 83 号　　議案第 85 号     議案第 87 号
議案第 88 号　　議案第 89 号　　議案第 93 号      原案可決（全会一致）
請願第 28 － 4 号　 採択（全会一致）　　

■開催日

■審査議案等

■出席を求めた部署

■質疑・意見等

■審査結果

教育福祉委員会

9 月 7 日（議案審査）

議案第 85 号　議案第 90 号　議案第 91 号　議案第 92 号　議案第 94 号　議案第 95 号

水道課、下水道課、建設課、管理課、都市計画課、まちづくり推進課

友部地区旭町地内の道路未整備区間の進捗状況、県道水戸岩間線歩行者空間整備事業に
おける補償費の内訳、空き家解体撤去補助額の再検討について【補正予算 議案第 85 号】
浄化センターいわまの修繕内容について【補正予算 議案第 90 号】
岩間工業団地への井戸水による供給割合について【補正予算 議案第 95 号】

議案第 85 号　議案第 90 号　議案第 91 号　議案第 92 号　議案第 94 号　議案第 95 号
原案可決（全会一致）

■開催日

■審査議案等

■出席を求めた部署

■質疑・意見等

■審査結果

建設土木委員会
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審査の経過

平成 27 年度の一般会計、特別会計および各企業会計の決算
について審査しました　【決算特別委員会】

国民健康保険特別会計 国保税 1 人当たりの税額及び滞納世帯の状況など

介護保険特別会計 特別養護老人施設等施設利用者の給付額についてなど

■ 特別会計

水道事業会計 鉛管解消工事の現状と今後の更新計画についてなど

■ 公営企業会計

市長公室 男女共同参画の成果として各種審議会における女性委員参画の現状について、企業誘致
に対する市の具体的な取り組みについて

総務部 合併特例債の地方交付税における基準財政需要額に算入されている額と、公債費に占め
る合併特例債の元利償還額について

市民生活部 マイナンバーの交付件数及び通知受け取り拒否件数とその対応措置について、防犯灯維
持管理業務の対応に関する内容など

福祉部 自殺予防対策事業におけるゲートキーパー養成研修会の参加状況およびファミリーサ
ポート事業の現状分析と対策についてなど

保健衛生部 原子力災害のための安定ヨウ素剤の保管、配布方法。国保税引き下げのための繰入金に
ついてなど

産業経済部 イノシシ被害対策、買物弱者のための移動販売事業の状況および今後の展開について、
地域ブランド化産品の現状と農業公社への業務委託のメリットについてなど

都市建設部 笠間芸術の森公園に係る茨城県との委託協定について、空き家対策と利活用の進め方、
市営住宅の現状と今後の運営、移住体験ツアーの成果など

教育委員会 学校給食費の滞納繰越分について、英語検定助成事業の成果と中学校に配置された学校
生活支援員について、筑波海軍航空隊記念館の今後の運営など

消防本部 常備消防職員および消防水利施設の充足率と不足する場所の対応など

議会事務局 議会中継のアクセス数、政務活動費の執行状況など

■ 一般会計
※主な質疑

　全議案を原案のとおり可決、請願第 28 ー 3 号、請願第 28 ー 4 号を採択しました。

◎採決（9 月 16 日・本会議）

　教育福祉委員会より、委員会提出議案として提出された意見書を可決し、9 月 21 日付けで関係機関に提出しました。

◎意見書　　教育予算の拡充を求める意見書

　３日間にわたり執行部との間で活発な質疑応答が交
わされ、最終日に討論、採決を行い、審査を終了しま
した。審査の結果、認定第 1 号については賛成多数、
認定第 2 号ないし第 4 号については全会一致によって、
すべての平成２７年度決算を認定しました。
　定例会最終日の９月１６日の本会議で、菅井　信
委員長が、審査結果を報告し、採決の結果、報告のと
おり認定されました。

《決算特別委員会メンバー》
委員長　　菅井　　信　　 副委員長　橋本　良一
委　員　　村上　寿之　　 委　員　　野口　　圓
委　員　　西山　　猛　　 委　員　　石松　俊雄
委　員　　海老澤　勝　　 委　員　　萩原　瑞子
委　員　　横倉　きん

委員会、本会議での報告・採決
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と
そ
の
理
由
。
②
保
護
者
、
住

民
へ
の
説
明
内
容
と
理
解
状
況
。
③

南
中
で
は
個
に
応
じ
た
指
導
に
よ

り
、
学
力
・
授
業
規
律
が
高
く
、
生

徒
間
、
地
元
と
の
人
間
関
係
も
良
好

で
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
５
・
４
制

導
入
は
、
小
６
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

発
揮
の
面
で
、
小
６
の
完
全
教
科
担

任
制
は
児
童
把
握
の
面
で
懸
念
が
あ

る
。
こ
の
計
画
は
さ
ら
に
検
討
を
重

ね
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、
今
後
の
計
画
の
予
定
は
。

答　

教
育
長

　

❶
南
小
・
南
中
を
一
つ
の
学
校
と

し
て
義
務
教
育
学
校
を
設
立
。
学
年

の
区
切
り
を
５
・
４
制
に
変
更
し
、

小
１
～
小
５
ま
で
を
南
小
で
、
小
６

～
中
３
は
南
中
で
学
校
生
活
を
送

る
。
学
力
の
向
上
を
第
一
に
、
英
語

や
郷
土
学
習
な
ど
に
力
を
入
れ
特
色

あ
る
教
育
を
行
う
。
平
成
16
年
度
か

ら
小
中
連
携
教
育
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
小
中
一
貫
だ
け
で
は
特
色
あ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
が
で
き
な

い
。
複
式
学
級
化
、
教
師
数
半
減
を

避
け
る
た
め
に
も
現
状
維
持
は
で
き

な
い
。
❷
５
月
10
日
か
ら
、
区
長
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
と
の
話
し
合
い
、
保
護

者
説
明
会
、
地
元
説
明
会
を
開
催
。

設
立
に
前
向
き
な
意
見
が
出
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
義
務
教
育
学
校
に
賛

成
48
％
、
反
対
25
％
、
分
か
ら
な
い

22
％
。
小
規
模
特
認
校
は
９
割
が
賛

成
。
❸
９
月
15
日
に
南
小
・
中
学
校

の
今
後
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
検

討
会
を
開
催
し
、
具
体
的
に
協
議
を

重
ね
、
10
月
に
中
間
と
り
ま
と
め
を

行
う
。子

ど
も
の
学
び
を

保
障
す
る
た
め
に

問　

①
小
1
・
中
1
児
童
生
徒
の
保

護
者
が
入
学
当
初
と
１
年
間
に
支
払

う
費
用
。
②
要
保
護
、
準
要
保
護
児

童
へ
の
就
学
援
助
金
支
給
対
象
費
目

に
体
操
服
を
加
え
る
考
え
は
。
③
保

護
者
の
一
時
的
な
立
て
か
え
を
避
け

る
た
め
、
就
学
援
助
金
の
支
給
時
期

を
早
め
る
考
え
は
。

答　

教
育
次
長

　

❶
小
１
児
童
は
、
入
学
当
初
の

学
用
品
購
入
で
６
万
円
程
度
、
年

間
の
教
材
費
約
６
千
円
、
給
食
費

４
万
６
千
310
円
、
中
１
生
徒
は
、
入

石
い し い

井　 栄
さかえ

議　員

防災訓練をうける生徒たち

ともに生きる社会へ
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提
供
し
て
い
る
。
暑
い
時
期
に
は
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
か
き
氷
な
ど
。
蒸

し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、季
節
の
果
物
も
提
供
し
て
い
る
。

❹
指
導
員
は
、
保
育
の
実
務
経
験
が

あ
る
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
等
の
資

格
を
有
す
る
者
が
中
心
。
待
遇
は
時

給
800
円
か
ら

1,000
円
。

頻
発
す
る
豪
雨
へ
の
対
策
を

問　

①
友
部
小
学
校
の
排
水
対
策
の

そ
の
後
の
進
捗
状
況
、
今
後
の
見
通

し
。
②
八
雲
２
丁
目
の
排
水
対
策
の

見
通
し
。
調
整
池
の
設
定
と
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
警
告
灯
や
電
光
掲

示
板
の
設
置
は
考
え
て
い
る
か
。

答　

都
市
建
設
部
長

　

❶
友
部
小
学
校
周
辺
を
含
む
市
道

（
友
）
１
級
６
号
線
の
排
水
整
備
基

本
設
計
が
７
月
に
完
了
し
た
の
で
、

10
月
か
ら
排
水
整
備
工
事
の
詳
細
設

計
を
実
施
し
、
今
年
度
い
っ
ぱ
い
に

完
了
さ
せ
る
。
❷
排
水
整
備
工
事
を

行
う
た
め
の
詳
細
設
計
が
８
月
に
完

了
し
た
の
で
、
今
年
度
か
ら
工
事
に

着
手
す
る
。
調
整
池
は
市
役
所
と
公

民
館
の
間
に
あ
る
駐
車
場
を
利
用
す

る
。
排
水
に
対
す
る
警
告
灯
と
掲
示

板
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

①
要
支
援
１
・
２
、
要

介
護
１
・
２
の
認
定
者
の
全

体
に
占
め
る
割
合
と
利
用
限

度
額
に
対
す
る
利
用
率
。
②

要
支
援
１
・
２
に
要
し
た
年

間
の
給
付
費
と
、
総
合
事
業

移
行
に
よ
る
実
施
内
容
と
予

算
額
の
試
算
。
③
総
合
事
業

へ
の
移
行
に
よ
る
影
響
。
④

介
護
利
用
料
が
平
成
27
年
か

ら
２
割
負
担
に
な
っ
た
人
数

と
割
合
。
28
年
補
足
給
付
の

改
定
で
値
上
げ
に
な
っ
た
人

数
と
値
上
げ
額
は
。
⑤
レ
ン

タ
ル
福
祉
用
具
の
利
用
状
況
と
自
己

負
担
額
。
⑥
介
護
保
険
か
ら
軽
度
者

を
除
外
す
る
検
討
が
さ
れ
て
い
る

が
、
今
の
仕
組
み
を
継
続
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

福
祉
部
長

　

❶
直
近
で
要
支
援
１
か
ら
要
介
護

２
ま
で
の
介
護
認
定
者
全
体
に
占
め

る
割
合
は
60
％
。
平
均
利
用
率
は
要

支
援
１
（
42
％
）
要
支
援
２
（
38
％
）

要
介
護
１（
43
％
）要
介
護
２（
52
％
）

❷
要
支
援
１
、２
に
要
し
た
給
付
費

（
１
億
９
千
328
万
９
千
815
円
）
総
合

事
業
移
行
に
よ
る
試
算
額
は
、
現
在

の
要
支
援
認
定
期
間
満
了
者
か
ら
順

次
本
事
業
に
移
る
こ
と
か
ら
件
数
、

金
額
は
、
２
分
の
１
の
試
算
額
で
約

９
千
万
円
程
度
と
見
込
む
。
❸
訪
問

介
護
や
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
総

合
事
業
へ
移
行
後
も
、
サ
ー
ビ
ス
内

容
は
今
ま
で
同
様
、
介
護
専
門
職
に

よ
る
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供

す
る
な
ど
の
ほ
か
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
定
期
的
に
本
人
の
状
態

確
認
等
を
行
い
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
の

で
、
利
用
者
へ
の
影
響
は
な
い
。
❹

２
割
負
担
（
228
名
、
6.7
％
）
新
た
な

改
正
で
146
人
が
値
上
げ
、
多
床
室
で

７
千
800
円
の
増
。
❺
車
椅
子
の
貸
与

の
平
均
利
用
料
（
月
額
約
600
円
）、
介

護
用
ベ
ッ
ド
の
利
用
者
は
470
名
（
月

額
800
円
）
❻
社
会
保
障
制
度
審
議
会

の
介
護
保
険
部
会
で
介
護
保
険
制
度

を
維
持
・
継
続
す
る
た
め
の
見
直
し

が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
利
用

者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
将
来
に
わ

た
り
制
度
維
持
の
必
要
性
か
ら
改
正

の
中
止
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

学
童
保
育
の
充
実
を

問　

①
学
童
保
育
の
利
用
児
童
数
と

割
合
。
②
長
期
休
暇
中
の
学
童
保
育

の
給
食
体
制
の
必
要
性
。
③
学
童
保

育
の
お
や
つ
の
内
容
は
。
お
や
つ
に

季
節
の
も
の
の
利
用
は
で
き
な
い

か
。
④
指
導
員
の
資
格
と
待
遇
。

答　

福
祉
部
長

　

❶
４
月
か
ら
７
月
の
利
用
児
童
数

と
平
均
利
用
率
は
867
人
で

23.43
％
。
８

月
の
利
用
児
童
数
は
909
人
で

24.57
％
。

❷
給
食
を
保
管
・
保
存
す
る
施
設
が

な
い
こ
と
や
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等

の
防
止
が
困
難
な
こ
と
な
ど
か
ら
給

食
体
制
の
構
築
は
考
え
て
い
な
い
。

❸
基
本
的
に
は
市
販
の
駄
菓
子
等

で
、
１
回
当
た
り
４
か
ら
５
種
類
を

安心できる介護保険制度で充実した支援を

横
よこくら

倉 き ん
議　員

特養ホームでのひととき
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26
年
度
よ
り
市
職
員
３
名
を
認
知
症

推
進
委
員
と
し
て
配
置
し
、
専
門
的

施
策
の
推
進
や
認
知
症
の
相
談
支
援

の
基
盤
を
つ
く
っ
た
。
平
成
27
年
11

月
に
は
８
名
の
方
に
認
知
症
地
域
相

談
員
を
委
嘱
し
た
。
今
年
度
中
に
市

立
病
院
職
員
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
が
チ
ー
ム
員
と
な
り
、
認

知
症
サ
ポ
ー
ト
医
で
あ
る
市
立
病

院
・
石
塚
院
長
と
協
力
し
、
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と
し
て
相
談

支
援
に
当
た
る
予
定
。
❸
認
知
症
カ

フ
ェ
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家

族
、
介
護
職
員
、
地
域
の
人
た
ち
が

集
ま
り
話
し
合
う
交
流
の
場
と
し
て

平
成
28
年
２
月
か
ら
７
月
ま
で
モ
デ

ル
的
に
実
施
し
た
。
本
年
８
月
か
ら

本
格
実
施
と
な
り
、
市
内
２
か
所
で

開
催
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

カ
フ
ェ
は
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
池
野

辺
地
区
公
民
館
で
開
催
し
て
い
る
。

自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者

が
サ
ロ
ン

で
ほ
か
の

方
々
と
交

流
す
る
こ

と
で
脳
の

活
性
化
に

も
役
立

つ
。

問　

茨
城
県
と
防
災
科
学
研

究
所
（
防
災
科
研
）
が
締
結

し
た
包
括
的
な
防
災
協
定
に

基
づ
き
、
県
、
県
内
市
町
村
、

防
災
科
研
が
一
体
と
な
っ
た

新
た
な
防
災
シ
ス
テ
ム
（
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）に
つ
い
て
。

ま
た
、
自
治
体
に
お
け
る
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
待
遇
に
つ

い
て
。

答　

総
務
部
長

　

防
災
科
研
が
新
た
な
被
災
者
支
援

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
お
り
、
具
体

的
に
は
、
要
支
援
者
の
支
援
シ
ス
テ

ム
、
道
路
通
行
可
否
の
情
報
や
上
下

水
道
の
復
旧
情
報
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
で
き
る
な
ど
、
災
害
時
の

画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
で
、
昨
年
の
常

総
市
の
災
害
の
際
に
活
用
さ
れ
た
と

聞
く
。
災
害
支
援
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
は
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
特

別
な
チ
ー
ム
で
、
県
市
町
村
、
関
係

団
体
の
職
員
か
ら
発
災
後
に
必
要
不

可
欠
な
業
務
に
精
通
す
る
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
登
録
を
行
い
、
被
災
地
に

派
遣
す
る
シ
ス
テ
ム
。
し
か
し
な
が

ら
、
維
持
管
理
や
更
新
費
用
が
大
き

な
負
担
に
な
る
た
め
に
市
町
村
に

よ
っ
て
は
導
入
が
困
難
な
場
合
も
想

定
さ
れ
る
。
茨
城
県
は
、
包
括
的
な

連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
平
成

28
年
３
月
に
防
災
科
研
と
締
結
し
、

防
災
対
策
に
関
す
る
調
査
の
研
究
、

各
種
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
利
活
用
な

ど
、
連
携
協
力
を
行
う
。
本
市
も
円

滑
な
対
応
を
行
う
た
め
、
県
と
連
携

す
る
。
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
待
遇
は

具
体
的
な
内
容
が
示
さ
れ
て
な
い
た

め
、
今
後
の
動
向
を
踏
ま
え
て
県
と

連
携
し
て
進
め
る
。

空
き
家
活
用
の
推
進
を

問　

市
営
住
宅
へ
の
転
用
が
で
き
な

い
も
の
か
伺
う
。

答　

都
市
建
設
部
長

　

市
営
住
宅
353
戸
の
う
ち
、
８
月
末

現
在
で
21
戸
が
空
き
室
。
県
営
住
宅

は
253
戸
の
う
ち
28
戸
が
空
き
室
で
、

と
も
に
入
居
者
を
募
集
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
空
き
家
を
市
営
住
宅
に

転
用
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

再
問　

現
在
居
住
中
で
も
い
ず
れ

廃
止
さ
れ
る
古
い
戸
数
は
ど
の
く
ら

い
あ
る
か
。

答　

都
市
建
設
部
長

　

市
内
13
団
地
の
う
ち
、
６
団
地
が

空
き
戸
の
募
集
を
停
止
し
て
い
る
。

平
成
33
年
ま
で
に
、
石
井
不
動
前
住

宅
、
佐
白
住
宅
、
北
の
入
住
宅
の
３

団
地
は
建
て
か
え
し
75
戸
を
つ
く

る
。
寺
崎
住
宅
、
寺
崎
第
２
住
宅
、

稲
田
第
２
住
宅
は
入
居
者
が
退
去
し

た
後
に
廃
止
す
る
。

認
知
症
支
援
の
取
り
組
み

問　

①
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
の
見
守
り
協
力
事
業
所
の
登

録
拡
大
に
つ
い
て
。
②
認
知
症
相
談

員
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

の
配
置
に
つ
い
て
。
③
認
知
症
カ

フ
ェ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
の

モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
。

答　

福
祉
部
長

　

❶
金
融
機
関
な
ど
の
見
守
り
協
定

提
携
事
業
所
を
中
心
に
、
平
成
26
年

11
月
か
ら
11
業
種
42
事
業
所
で
開
始

し
た
。
そ
の
後
、
新
聞
配
達
店
、
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
事
業
者
が
加

わ
り
、
現
在
は
16
業
種
60
事
業
所
が

登
録
し
て
い
る
。
今
後
も
参
加
事
業

所
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。
❷
平
成

災害を未然に防ぐ

石
い し だ

田 安
や す お

夫
議　員

お茶を飲みながら話しましょう
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り
、
道
路
改
良
、
下
水
、
水
道
を
入

れ
、
宅
盤
造
成
を
す
る
諸
経
費
を
算

定
し
、
分
譲
価
格
を
決
め
る
。
モ
ノ

タ
ロ
ウ
を
誘
致
す
る
に
当
た
り
、
基

盤
整
備
に
総
額
12
億
円
か
か
っ
て
い

る
。
老
人
福
祉
施
設
の
用
地
価
格
と

単
純
比
較
は
で
き
な
い
。

答　

市
長

　

モ
ノ
タ
ロ
ウ
、
特
養
老
人
ホ
ー
ム

を
誘
致
し
た
土
地
は
両
方
と
も
不
動

産
鑑
定
を
経
て
価
格
を
決
し
、
売
却

し
た
。
モ
ノ
タ
ロ
ウ
の
誘
致
に
つ
い

て
は
、
知
事
が
県
の
予
算
委
員
会
の

特
別
委
員
会
で
述
べ
た
と
お
り
地
元

の
意
向
で
あ
り
、
私
は
利
活
用
を
選

挙
の
公
約
に
掲
げ
、
そ
の
方
針
ど
お

り
進
め
て
き
た
。

問　

①
合
併
当
時
の
小
中
学

校
の
状
況
と
現
在
の
実
情
。

②
今
後
、
想
定
さ
れ
る
教
育

環
境
。
③
理
想
的
な
教
育
の

ハ
ー
ド
及
び
ソ
フ
ト
面
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

答　

教
育
次
長

　

❶
合
併
当
時
の
小
学
校
14

校
、
中
学
校
７
校
、
児
童
生

徒
数
は
小
学
生
４
千
627
人
、

中
学
生
２
千
414
人
、
合
計
７
千
41

人
。
教
職
員
は
小
学
校
266
人
、
中
学

校
176
人
。
現
在
は
、
小
学
校
11
校
、

中
学
校
６
校
。
児
童
生
徒
数
は
小
学

生
３
千
701
人
、
中
学
生
２
千
100
人
、

合
計
５
千
801
人
。
教
職
員
は
小
学
校

225
人
、
中
学
校
150
人
。
❷
子
ど
も
た

ち
の
規
範
意
識
の
低
下
、
問
題
行
動

の
低
年
齢
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低

下
。
今
後
そ
れ
ぞ
れ
が
教
育
力
を
高

め
、
連
携
し
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
や
学
校
を
核
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
な
ど
、
社
会
全
体

で
の
推
進
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
経
済
状
況
や
家
庭
環
境
等

に
よ
る
教
育
格
差
や
貧
困
の
連
鎖
、

い
じ
め
や
不
登
校
の
問
題
な
ど
が
あ

る
中
、
誰
も
が
安
心
し
て
学
べ
る
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
❸
ハ
ー

ド
面
で
は
、
安
全
性
を
備
え
た
安
心

感
の
あ
る
施
設
環
境
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
。
ソ
フ
ト
面
は
、
学
校
の

目
標
等
を
保
護
者
、
地
域
の
人
々
と

共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
育
み
、
歩
ん
で
行
く
学
校
づ
く

り
が
理
想
と
考
え
る
。

笠
間
市
の
将
来
の
た
め
に

問　

①
合
併
か
ら
現
在
ま
で
に
執
行

し
て
き
た
市
発
展
の
た
め
の
重
点
施

策
。
②
今
や
る
べ
き
事
業
ト
ッ
プ
３

は
何
か
。
③
県
と
の
連
携
、
具
体
的

に
。

答　

市
長
公
室
長

　

❶
行
財
政
基
盤
の
構
築
、
交
通
結

節
点
の
機
能
強
化
、
都
市
基
盤
の
強

化
と
い
っ
た
基
盤
づ
く
り
、
３
地
区

市
街
地
の
拠
点
機
能
の
向
上
、
地
域

産
業
の
活
性
化
と
企
業
立
地
の
促

進
、
少
子
化
対
策
な
ど
。
❷
一
つ
目

は
行
財
政
改
革
の
推
進
。
二
つ
目
は

既
存
産
業
の
育
成
・
支
援
、
雇
用
を

確
保
す
る
た
め
に
企
業
の
立
地
促

進
、
創
業
支
援
な
ど
。
三
つ
目
は
市

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
心
、
確
か
な
学
力
、
健
や
か
な
体

を
育
成
す
る
教
育
力
の
向
上
。
❸
県

立
中
央
病
院
や
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療

セ
ン
タ
ー
と
の
医
療
連
携
、
県
立
笠

間
陶
芸
大
学
校
で
の
笠
間
焼
の
担
い

手
育
成
や
、
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か

さ
ま
の
安
定
的
な
事
業
推
進
、
筑
波

海
軍
航
空
隊
記
念
館
の
運
営
支
援
、

広
域
観
光
の
推
進
、
国
・
県
道
・
河

川
整
備
、
茨
城
中
央
工
業
団
地
と
畜

産
試
験
場
跡
地
へ
の
企
業
誘
致
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
県
と
連

携
し
、
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

問　

売
却
単
価
を
比
較
す
る
た
め
に

市
立
病
院
の
移
転
先
の
隣
地
（
現
・

特
養
施
設
）
の
処
分
価
格
を
伺
う
。

答　

市
長
公
室
長

　

公
募
の
と
き
の
予
定
価
格
は
１
㎡

当
た
り
１
万
７
千
600
円
。

問　

畜
産
試
験
場
跡
地
に
建
設
中

の
、（
株
）
モ
ノ
タ
ロ
ウ
の
用
地
は

約
９
万
㎡
を
21
億
２
千
440
万
円
、
１

㎡
当
た
り
２
万
３
千
500
円
で
売
却
し

た
。
一
方
で
、
特
養
建
設
用
地
の
処

分
価
格
と
比
べ
、
問
題
は
な
い
か
。

答　

副
市
長

　

工
業
団
地
は
用
地
買
収
か
ら
始
ま

理想的な教育とは

西
にしやま

山　 猛
たけし

議　員

特養施設の隣地に建設中の市立病院
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に
掲
げ
、
平
成
26
年
２
月
に
使
用
料

及
び
手
数
料
の
見
直
し
に
関
す
る
基

本
方
針
を
策
定
し
た
。
目
的
は
、
受

益
者
負
担
の
原
則
、
算
定
方
法
の
明

確
化
、定
期
的
な
見
直
し
の
実
施
で
、

料
金
は
公
平
性
の
観
点
か
ら
受
益
者

負
担
の
原
則
に
基
づ
き
定
め
た
。
算

定
結
果
が
大
幅
な
見
直
し
に
な
っ
た

場
合
は
、
1.5
倍
を
超
え
な
い
額
を
改

定
額
と
す
る
方
針
を
定
め
た
。
❷
占

有
す
る
施
設
面
積
に
応
じ
て
算
出
し

た
結
果
、
使
用
面
積
の
大
き
い
競
技

場
は
増
額
、
小
さ
い
会
議
場
は
減
額

に
な
っ
た
。
笠
間
市
武
道
館
の
使
用

料
も
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
１
㎡
１

時
間
当
た
り
の
原
価
か
ら
見
直
し
額

を
算
出
し
た
結
果
、
現
行
の
半
額
と

な
っ
た
。
❸
岩
間
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

使
用
料
の
算
定
に
当
た
り
、
過
去
３

年
間
の
維
持
管
理
費
の
合
計
約
860
万

円
を
年
間
利
用
者
数
３
千
96
人
で
除

し
て
原
価
を
算
出
す
る
と
２
千
786
円

に
な
り
、
消
費
税
相
当
分
を
加
算
す

る
と
約
３
千
円
に
な
る
。
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
は
、
３
千
円
の
２
分
の

１
、１
千
500
円
に
な
る
が
、
激
変
緩

和
措
置
に
よ
っ
て
現
行
料
金
の
1.5
倍

ま
で
と
し
、
中
学
生
ま
で
は
現
行
の

100
円
か
ら
150
円
、
高
校
生
以
上
は
200

円
か
ら
300
円
と
算
出
し
た
。

問　

①
３
地
区
の
敬
老
事

業
内
容
と
敬
老
対
象
者
の

推
移
、
米
寿
、
100
歳
の
お

祝
い
の
実
施
状
況
お
よ
び

敬
老
事
業
の
今
後
。
②
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

実
施
内
容
、
会
員
数
及
び

受
託
件
数
等
々
ま
た
、
事

業
の
今
後
は
。

答　

福
祉
部
長

　

❶
75
歳
以
上
を
対
象

に
、
行
政
区
単
位
で
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
身
近

な
会
場
で
趣
向
を
凝
ら
し

た
行
事
を
実
施
し
て
い

る
。
昨
年
度
は
329
の
実

行
委
員
会
が
市
内
140
か

所
で
式
典
等
を
開
催
し

た
。
対
象
者
は
、
平
成
24

年
度
１
万
380
人
、
今
年
度

１
万
１
千
410
人
で
、
５
年

間
で
１
千
30
名
、
約
10
％

の
増
加
。
地
域
別
で
は
、

笠
間
地
区
４
千
439
人
4.6
％
の
増
、
友

部
地
区
４
千
420
人
15.8
％
の
増
、
岩
間

地
区
２
千
551
人
10
％
の
増
。米
寿（
今

年
度
444
名
）
の
祝
い
は
市
か
ら
の
祝

い
状
な
ど
贈
呈
す
る
。
100
歳
（
今
年

度
19
名
）
達
成
者
に
は
、
市
長
が
訪

問
し
、
国
県
か
ら
の
祝
い
状
と
市
の

記
念
品
を
贈
呈
す
る
。
今
後
も
現
在

の
地
域
主
体
の
実
施
方
法
を
継
続
す

る
が
、
対
象
者
は
増
加
の
一
途
で
あ

る
こ
と
か
ら
対
象
年
齢
の
見
直
し
等

を
含
め
、あ
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
。

❷
会
員
数
は
男
女
合
計
で
312
人
、
平

均
年
齢
は
71
歳
。
会
員
数
は
こ
こ
数

年
ほ
ぼ
横
ば
い
。
昨
年
度
の
受
託
件

数
は
３
千
609
件
、
延
べ
３
万
１
千
607

人
が
就
労
し
た
。
高
齢
者
に
技
術
を

生
か
し
た
就
労
の
機
会
を
提
供
し
、

生
き
が
い
と
社
会
参
加
、
活
力
あ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

る
。
受
託
件
数
の
約
８
割
が
一
般
家

庭
か
ら
の
業
務
依
頼
。
今
後
は
、
財

政
基
盤
の
強
化
、
高
い
技
術
を
持
っ

た
人
材
の
確
保
、
各
種
技
能
講
習
、

需
要
の
多
い
作
業
の
担
い
手
不
足
対

策
が
必
要
な
ほ
か
、
育
児
や
介
護
な

ど
地
域
課
題
の
解
決
を
業
務
に
取
り

入
れ
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
求
め
ら

れ
て
い
る
。
市
は
継
続
的
な
助
言
や

支
援
等
を
行
う
。

手
数
料
条
例
改
正
で
ど
う

な
る
、
手
数
料
の
見
直
し
は

問　

①
今
回
の
条
例
見
直
し
の
基
本

方
針
に
つ
い
て
。
②
笠
間
武
道
館
の

使
用
料
及
び
他
の
会
議
室
の
使
用
料

に
つ
い
て
。
③
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
使

用
料
に
つ
い
て

答　

市
長
公
室
長

　

❶
料
金
設
定
の
明
確
な
基
準
も
定

期
的
な
見
直
し
の
仕
組
み
が
な
か
っ

た
の
で
、
笠
間
市
行
財
政
改
革
大
綱

敬老会・シルバー人材センターの事業内容は

いつまでもお元気で

大
おおぜき

関 久
ひさよし

義
議　員
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は
１
千
14
億
７
千
万
円
、
年
平
均

25
億
３
千
万
円
と
見
込
む
。
更
新
時

期
は
平
成
28
年
か
ら
32
年
度
、
44
年

度
、
52
年
度
、
54
年
度
、
59
年
度
か

ら
62
年
度
、
67
年
度
に
集
中
す
る
。

道
路
、
水
道
、
下
水
道
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
施
設
も
含
む
公
共
施
設
全
体
で

は
、
今
後
40
年
間
の
更
新
費
用
は

２
千
710
億
２
千
万
円
で
、
年
平
均
が

67
億
８
千
万
円
に
な
る
。
対
策
と
し

て
、
公
共
施
設
等
の
耐
用
年
数
を
３

割
長
寿
命
化
、
公
共
建
築
物
の
２
割

以
上
を
削
減
し
、
予
算
の
平
準
化
を

図
り
た
い
。
❸
固
定
資
産
台
帳
を
一

元
管
理
し
、
全
庁
的
に
共
有
す
る
こ

と
で
計
画
的
な
維
持
管
理
、
将
来
の

更
新
費
用

等
の
削
減

に
つ
な
げ

る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化

を
現
在
進

め
て
い
る
。

問　

①
一
般
家
屋
に
対
し

て
の
耐
震
診
断
の
進
捗
状

況
と
耐
震
化
に
対
す
る
補

助
の
有
無
。
②
総
家
屋
数

に
対
す
る
耐
震
化
率
の
把

握
と
耐
震
化
に
対
す
る
啓

発
の
実
施
方
法
を
伺
う
。

答　

都
市
建
設
部
長

　

❶
木
造
住
宅
耐
震
診
断

士
派
遣
事
業
（
平
成
21
年

度
か
ら
27
年
度
）
に
よ
り

81
棟
の
耐
震
診
断
を
実
施

し
た
。
耐
震
診
断
と
耐
震

改
修
工
事
に
活
用
で
き
る

国
土
交
通
省
の
補
助
制
度

が
あ
る
。
笠
間
市
は
、
補

助
制
度
の
活
用
に
向
け
て
耐
震
化
計

画
の
策
定
を
検
討
し
て
い
く
。
❷
住

宅
土
地
統
計
調
査
（
総
務
省
）
平
成

27
年
度
末
で
の
「
耐
震
性
あ
り
」
は

約
２
万
１
千
300
棟
、耐
震
化
率
78.6
％
、

「
耐
震
性
が
な
い
」
は
約
５
千
800
棟
、

21.4
％
と
推
計
す
る
。

問　

約
５
千
800
棟
の
耐
震
化
さ
れ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
対
し

て
、
手
段
は
講
じ
て
い
る
の
か
。

答　

都
市
建
設
部
長

　

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
に
関
す
る

住
民
へ
の
市
の
補
助
に
つ
い
て
、
耐

震
化
計
画
を
早
急
に
立
て
て
、
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

教
育
施
設
の
防
災
減
災

問　

①
小
中
学
校
の
耐
震
化
率
と
耐

震
化
で
想
定
し
て
い
る
基
準
震
度
。

天
井
や
照
明
器
具
の
落
下
の
耐
震
補

強
は
。
②
ど
の
よ
う
な
想
定
で
避
難

訓
練
を
行
う
の
か
、
防
災
主
任
の
取

り
決
め
は
あ
る
の
か
。
③
負
傷
し
た

児
童
が
多
数
で
た
場
合
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
災
害

時
の
た
め
の
備
え
は
あ
る
の
か
（
非

常
食
、
毛
布
、
タ
ン
カ
等
）
伺
う
。

答　

教
育
次
長

　

❶
耐
震
化
率
100
％
（
平
成
27
年
４

月
１
日
現
在
）
で
震
度
７
を
想
定
。

全
校
舎
で
天
井
は
、
照
明
器
具
落
下

防
止
、
体
育
館
の
大
規
模
天
井
の
補

強
と
撤
去
を
実
施
済
み
。
❷
学
校
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
火
災
、

地
震
、
不
審
者
の
侵
入
、
原
子
力
災

害
等
を
想
定
し
保
護
者
や
消
防
署

員
、
警
察
署
員
の
参
加
に
よ
る
現
実

的
な
訓
練
を
地
域
と
連
携
し
行
っ
て

い
る
。
学
校
防
災
計
画
で
校
長
が
本

部
長
、
防
火
管
理
者
に
教
頭
を
充
て

て
い
る
。
❸
万
一
の
場
合
は
、
校
長

は
速
や
か
に
救
急
要
請
し
、
教
職
員

に
よ
る
応
急
処
置
の
指
示
を
す
る
。

そ
の
た
め
の
研
修
を
教
職
員
、
生
徒

対
象
に
実
施
し
、
万
全
を
期
し
て
い

る
。
拠
点
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
５
校
に
は
備
蓄
倉
庫
が
あ
り
総
務

課
で
管
理
し
て
い
る
。

社
会
化
基
盤
の
老
朽
化

問　

①
公
共
施
設
の
設
定
耐
用
年

数
。
②
公
共
施
設
の
維
持
・
更
新
に

か
か
る
費
用
と
そ
の
確
保
。
最
も
低

コ
ス
ト
で
維
持
補
修
、
新
築
し
て
ゆ

く
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＝
長
寿

命
化
へ
の
取
り
組
み
は
行
わ
れ
て
い

る
か
。③
固
定
資
産
台
帳
を
整
備
し
、

公
共
施
設
目
録
を
作
成
し
、
対
策
を

考
え
る
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答　

総
務
部
長

　

❶
途
中
で
大
規
模
改
修
を
前
提

と
し
て
耐
用
年
数
を
60
年
と
設

定
。
❷
現
在
精
査
中
だ
が
、
30
年
で

大
規
模
改
修
、
60
年
で
建
て
か
え

る
場
合
、
今
後
40
年
の
更
新
費
用

昭和 56年以前の建物の耐震補強を

野
の ぐ ち

口　 圓
ゆたか

議　員
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❸
ア
ン
ケ
ー
ト
の
高
評
価
や
門
前

通
り
商
店
街
で
の
買
い
物
な
ど
の
経

済
効
果
も
得
て
お
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー

と
し
て
再
訪
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入

れ
先
が
必
要
と
考
え
、
ス
ム
ー
ズ
に

事
業
展
開
が
で
き
る
支
援
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

答　

市
長

　

❹
浦
安
の
中
学
生
と
受
け
入
れ
民

家
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
双
方

が
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

今
後
の
交
流
人
口
拡
大
、
受
け
入
れ

側
の
活
性
化
を
考
慮
し
た
上
で
協
力

し
て
い
き
た
い
。
民
泊
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
統
一
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
専
門
家
も
含
め

た
勉
強
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
意
見

交
換
を
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

問　

①
健
康
都
市
づ
く
り

市
民
運
動
の
展
開
状
況
。

②
情
報
の
共
有
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
有
効
な
活
用
。
③
平
成

20
年
の
死
因
1
位
が
「
が

ん
」
で
県
の
平
均
よ
り
多

い
が
、
そ
の
対
策
。
④
生

活
習
慣
病
の
状
況
。
⑤
健

康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
育

成
。
⑥
健
康
診
断
の
受
診

率
。⑦
食
育
の
実
施
状
況
。

⑧
見
直
し
の
時
期
に
あ
た

り
総
括
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

保
健
衛
生
部
長

　

❶
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
と

い
う
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
市
民
と

の
連
携
に
よ
る
事
業
を
実
施
し
た
結

果
、
運
動
を
習
慣
化
し
て
い
る
人
の

増
加
が
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
示
さ
れ

た
。
❷
介
護
健
診
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ

ム
に
続
き
、
健
康
情
報
を
含
め
た
ク

ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
を
早
急
に

検
討
す
る
。
❸
国
の
ク
ー
ポ
ン
事
業

に
、
市
単
独
で
胃
が
ん
、
肺
が
ん
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
事
業
を
加
え
、
受
診

率
が
向
上
し
た
。
❹
糖
尿
病
が
重
症

化
し
人
工
透
析
に
至
る
ケ
ー
ス
が
ふ

え
て
い
る
こ
と
か
ら
市
独
自
で
血
清

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
及
び
特
定
健
診

対
象
前
の
19
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方

に
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
実
施

し
、
定
期
受
診
を
推
進
し
て
い
る
。

❺
食
育
等
を
実
施
し
て
い
る
ヘ
ル
ス

リ
ー
ダ
ー
の
ほ
か
、
軽
度
の
運
動
を

指
導
す
る
推
進
団
体
に
よ
る
活
動
基

盤
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
❻
平
成
26

年
度
の
法
定
報
告
は
受
診
率
39.5
％

で
、
23
年
度
比
で
2.8
％
向
上
し
た
。

❼
学
校
教
育
の
中
で
栄
養
教
諭
を
中

心
に
食
に
関
す
る
指
導
を
推
進
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
平
成
27
年
度
の

朝
食
摂
取
率
は
市
の
小
中
学
生
と
も

90
％
を
超
え
、
県
を
上
回
っ
た
。
❽

当
市
で
は
発
症
率
の
高
い
脳
梗
塞
、

心
筋
梗
塞
の
対
策
が
必
要
で
あ
り
、

疾
患
の
要
因
で
あ
る
喫
煙
、
高
血

圧
、
糖
尿
病
予
防
と
重
症
化
予
防
に

取
り
組
む
。
医
療
レ
セ
プ
ト
や
健
診

結
果
等
か
ら
疾
病
状
況
と
医
療
費
状

況
を
分
析
し
、
見
え
る
化
し
た
健
康

課
題
を
市
民
と
共
有
し
、
ヘ
ル
ス
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
を
市
民
に
啓

発
し
て
い
く
。
後
期
計
画
は
、
各
種

健
康
計
画
を
政
策
に
織
り
込
み
な
が

ら
庁
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
団
体
と
の
連

携
を
拡
充
し
、
健
康
都
市
か
さ
ま
を

目
指
す
。

教
育
旅
行
受
け
入
れ
で

元
気
な
笠
間
に

問　

①
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

対
す
る
助
成
制
度
と
Ｐ
Ｒ
の
方
法
②

か
さ
ま
の
魅
力
発
信
隊
に
補
助
金
を

交
付
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
期
待
が

あ
っ
た
か
。
③
か
さ
ま
の
魅
力
発
信

隊
の
ふ
れ
あ
い
教
育
旅
行
の
観
光
面

と
経
済
面
の
効
果
と
民
泊
受
け
入
れ

を
実
現
す
る
の
に
必
要
な
こ
と
は
何

か
。
④
事
業
初
日
に
激
励
訪
問
し
た

市
長
の
見
解
。

答　

市
民
生
活
部
長

　

❶
主
な
も
の
は
ま
ち
づ
く
り
市
民

活
動
助
成
事
業
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
創
生
モ
デ
ル
事
業
の
二
つ
。

市
の
広
報
媒
体
の
利
活
用
等
で
周
知

し
、
新
し
い
制
度
は
説
明
会
を
開
催

し
、
普
及
に
努
め
て
い
る
。
❷
訪
れ

る
小
中
学
生
の
本
物
体
験
に
よ
る
教

育
効
果
、
市
民
と
都
市
部
の
小
中
学

生
の
交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、

経
済
効
果
、
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど

を
期
待
し
た
。

答　

産
業
経
済
部
長

市民の健康状況を踏まえて
現状に合った見直しを

萩
はぎわら

原 瑞
み ず こ

子
議　員

受け入れ先での食事風景
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の
里
」
と
す
る
包
括
的
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
に

向
け
、免
税
店
化
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
取
り
扱
い
セ
ミ
ナ
ー
や
外
国
人
お

も
て
な
し
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
英
中

韓
の
多
言
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
た
。
今
後
は
、
外
国
人
留
学
生
の

体
験
型
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
や
、米
英
、

台
湾
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
調
査
も
実
施
す
る
。
台
湾
か
ら
笠

間
市
内
の
ゴ
ル
フ
場
を
３
か
所
巡
る

ツ
ア
ー
な
ど
の
新
ツ
ア
ー
の
検
討
に

よ
り
、
今
後
も
新
た
な
観
光
の
開
発

に
取
り
組
む
。

問　

①
転
入
転
出
状
況
お
よ

び
転
入
転
出
の
理
由
を
把
握

し
て
い
る
か
伺
う
。
②
市
民

の
経
済
状
況
と
直
近
３
年
間

の
市
民
１
人
当
た
り
の
所
得

を
伺
う
。
③
基
幹
産
業
の
農

業
に
従
事
す
る
市
民
の
経
済

状
況
を
向
上
さ
せ
る
施
策
に

つ
い
て
伺
う
。
④
道
の
駅
に

つ
い
て
伺
う
。
⑤
観
光
業
の

現
状
と
課
題
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
長
公
室
長

　

❶
転
入
の
総
数
は
平
成
12

年
は
３
千
727
人
で
そ
の
後
２
千
100
人

台
で
推
移
し
、
平
成
27
年
は
２
千
371

人
。
転
入
転
出
の
推
移
は
、
平
成
12

年
ま
で
は
転
入
超
過
で
、
そ
れ
以
降

は
転
出
超
過
に
転
じ
、
平
成
27
年
度

は
259
人
の
転
出
超
過
だ
っ
た
。
理
由

に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と

は
わ
か
ら
な
い
。
毎
年
９
月
に
行
っ

て
い
る
市
民
課
の
窓
口
調
査
で
は
、

10
代
後
半
か
ら
20
歳
代
は
転
出
超
過

傾
向
で
、
転
出
理
由
は
就
職
、
転

勤
、
就
学
、
結
婚
。
男
女
別
で
は
毎

年
違
い
が
あ
る
が
、
男
性
は
10
代
後

半
、
女
性
は
20
代
後
半
が
大
き
く
転

出
超
過
に
な
っ
て
い
る
。
❷
茨
城
県

が
作
成
す
る
市
町
村
民
経
済
計
算
に

よ
っ
て
、
産
業
構
造
、
経
済
規
模
、

経
済
成
長
率
、
所
得
水
準
等
を
把
握

し
て
い
る
。
平
成
28
年
３
月
に
公
表

さ
れ
た
25
年
度
分
に
よ
る
と
、
市
内

総
生
産
は
25
億
５
千
24
万
円
で
県
内

14
位
、
直
近
３
年
間
の
市
民
１
人
当

た
り
の
所
得
は
、
23
年
度
245
万
３
千

円
、
24
年
度
が
256
万
９
千
円
、
25
年

度
が
259
万
４
千
円
（
県
内
32
位
）
で
、

若
干
上
が
っ
て
い
る
が
、
県
内
平
均

を
下
回
っ
て
い
る
。
26
年
度
分
は
ま

だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
❸
基
幹
産

業
の
農
業
に
従
事
す
る
市
民
の
経
済

状
況
を
向
上
さ
せ
る
施
策
は
、
農
地

中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
大

規
模
な
専
業
農
家
の
育
成
を
図
る
と

と
も
に
、
認
定
農
業
者
や
新
規
就
農

者
に
対
す
る
機
械
・
施
設
の
整
備
や

資
金
借
り
入
れ
の
際
の
利
子
助
成
を

行
っ
て
い
る
。

答　

産
業
経
済
部
長

　

❹
道
の
駅
は
観
光
振
興
と
地
場
産

業
の
振
興
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

る
有
効
な
手
段
の
一
つ
だ
が
、
各
地

域
で
設
置
が
進
み
、
地
域
間
競
争
が

激
し
く
、
特
産
品
や
農
産
品
を
集
め

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
商

品
の
陳
列
が
少
な
い
と
来
客
数
が
落

ち
込
む
例
も
あ
る
。
本
市
に
は
、
笠

間
工
芸
の
丘
、
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
な
ど
の
既
存
施
設
や
、
国
道
355

号
に
面
し
、
駐
車
場
や
ト
イ
レ
を
備

え
、
道
の
駅
の
役
割
の
一
部
を
果
た

し
て
い
る
Ｊ
Ａ
直
売
所
と
の
関
係
の

ほ
か
、
用
地
は
市
有
地
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
、
場
所
は
原
則
国

道
・
県
道
沿
い
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
、道
の
駅
設
置
の
計
画
は
な
く
、

調
査
委
員
会
の
設
置
も
考
え
て
い
な

い
。
❺
平
成
27
年
に
県
に
よ
る
観
光

客
動
態
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
笠
間

市
の
観
光
入
れ
込
み
客
数
は
352
万
人

で
ほ
ぼ
横
ば
い
。
課
題
は
季
節
ご
と

の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
通
年

型
観
光
地
と
し
て
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
視
点
を
変
え
た
魅
力
あ
る
資
源

の
再
発
掘
、
地
域
の
風
景
や
歴
史
、

伝
統
な
ど
を
生
か
し
た
観
光
の
ま
ち

づ
く
り
に
よ
る
日
本
人
観
光
客
の
誘

客
の
ほ
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
が

必
要
。
日
本
人
観
光
客
の
誘
客
は
、

益
子
町
と
提
携
し
こ
の
地
域
を
「
陶

豊かで魅力ある笠間市を目指して

小
こまつざき

松﨑　均
ひとし

議　員

活気ある農産物直売場
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す
る
対
処
法
を
伺
う
。

答　

都
市
建
設
部
長

　

緊
急
車
両
が
緊
急
時
に
通
行
で
き

る
幅
員
４
ｍ
を
確
保
す
る
た
め
、
改

良
拡
幅
を
実
施
し
て
舗
装
化
し
て
い

る
。
４
ｍ
以
上
の
道
路
拡
幅
改
良
舗

装
は
多
く
の
要
望
が
あ
り
、
優
先
順

位
を
つ
け
て
事
業
に
着
手
し
て
い

る
。
狭
あ
い
道
路
を
４
ｍ
以
上
に
す

る
国
の
補
助
制
度
も
あ
り
、
重
点
的

に
今
行
っ
て
い
る
。
す
で
に
人
家
が

連
担
し
て
い
て
拡
幅
改
良
が
難
し

い
、
舗
装
が
な
さ
れ
て
な
い
所
は
市

内
に
数
多
く
あ
り
、
舗
装
の
要
望
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
望
ま
し
い
４

ｍ
以
上
へ
の
拡
幅
箇
所
を
優
先
し
て

整
備
し
て
い
る
た
め
、
４
ｍ
以
下
の

狭
あ
い
道
路
に
つ
い
て
は
、
路
面
補

修
、砕
石
の
支
給
な
ど
を
実
施
し
て
、

今
後
も
維
持
管
理
に
努
め
る
。

問　

①
道
路
用
地
の
管
理
体

制
。
②
公
共
用
地
に
対
す
る

民
地
側
か
ら
の
樹
木
等
の
不

法
占
有
の
対
策
。
③
条
例
化

の
制
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

都
市
建
設
部
長

　

❶
❷
市
の
道
路
用
地
の
管

理
は
、
職
員
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
、
市
民
の
通
報
、
区

長
の
要
望
な
ど
に
よ
り
修
繕

箇
所
を
把
握
し
、
緊
急
性
の
あ
る
道

路
維
持
修
繕
工
事
に
対
応
す
る
た

め
、
笠
間
・
友
部
・
岩
間
各
地
区
に

建
設
業
者
と
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
の
契
約

を
締
結
し
、
早
急
な
対
応
に
努
め
て

い
る
。
道
路
除
草
は
土
地
所
有
者
、

区
長
、
地
元
住
民
の
ほ
か
、「
道
路

の
里
親
制
度
」
に
39
団
体
か
ら
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
１
級
幹
線

道
路
等
は
、
市
内
全
域
25
路
線
の
除

草
を
実
施
し
て
い
る
。
地
域
の
方
々

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
伐
採
、
枝
葉

の
切
り
払
い
を
し
た
い
旨
の
声
が
挙

が
っ
た
場
合
、
道
路
使
用
許
可
や
地

権
者
の
同
意
取
得
は
市
が
対
応
す

る
。
張
り
出
し
た
樹
木
や
道
路
上
の

立
木
が
原
因
で
事
故
が
起
こ
っ
た
場

合
、
市
が
把
握
し
て
い
た
場
合
は
道

路
管
理
者
の
行
政
の
責
任
が
問
わ
れ

る
。
台
風
や
大
雨
、
緊
急
的
に
落
ち

た
場
合
で
事
前
に
市
が
把
握
し
て
な

い
場
合
は
、
原
則
的
に
は
土
地
所
有

者
が
責
任
を
負
う
。
❸
市
の
条
例
は

な
い
。
適
切
な
法
律
と
し
て
は
道
路

法
43
条
に
道
路
、
車
道
、
歩
道
含
め
、

支
障
と
な
る
構
造
物
を
禁
止
し
、
枝

葉
も
通
行
の
障
害
に
な
ら
な
い
よ
う

禁
止
事
項
が
あ
る
。
今
後
の
対
応
と

し
て
は
、
適
切
な
維
持
管
理
が
で
き

る
よ
う
に
ル
ー
ル
づ
く
り
を
慎
重
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

答　

市
民
生
活
部
長

　

❶
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

発
生
し
た
刈
草
や
切
っ
た
枝
葉
な
ど

の
処
分
は
、
環
境
保
全
課
に
連
絡
を

い
た
だ
け
れ
ば
、
回
収
す
る
。

高
品
位
住
宅
の
誘
致

問　

高
品
位
住
宅
誘
致
に
対
す
る
先

行
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
進
め
方
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

都
市
建
設
部
長

　

定
住
化
促
進
の
た
め
の
住
宅
誘
致

は
地
域
の
活
性
化
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
生
活
を
支
え
る
幹
線
道
路

の
整
備
率
は
78.7
％
と
な
り
、
一
定
の

効
果
が
上
が
っ
て
い
る
。
新
た
に
形

成
さ
れ
た
住
宅
地
域
周
辺
で
は
、
降

雨
に
よ
る
排
水
の
問
題
等
々
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
笠
間
地
区

の
行
幸
町
や
下
市
毛
、
友
部
地
区
の

八
雲
、
美
原
地
区
に
お
い
て
、
排
水

整
備
の
計
画
、
対
策
整
備
を
進
め
て

い
る
。
友
部
地
区
の
住
宅
開
発
の
可

能
性
が
高
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
生

活
道
路
と
雨
水
排
水
整
備
の
必
要
性

が
非
常
に
高
い
と
考
え
て
お
り
、
開

発
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
市
の
総

合
計
画
に
市
街
地
整
備
を
う
た
い
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
も
土
地
の
有
効

利
用
を
位
置
づ
け
、
友
部
駅
の
土
地

区
画
整
理
事
業
や
岩
間
の
土
地
区
画

整
理
事
業
な
ど
、
数
多
く
の
土
地
区

画
整
理
事
業
を
行
い
、人
口
の
誘
導
、

住
宅
の
誘
致
を
進
め
て
き
た
。

狭
あ
い
道
路
の
整
備

問　

岩
間
二
小
学
区
の
初
歩
的
整
備

が
な
さ
れ
て
い
な
い
市
道
整
備
に
対

公共用地の管理は

大
おおぬき

貫 千
ち ひ ろ

尋
議　員

危険性を認識しているか
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問　

本
年
４
月
に
「
障
害
者

差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ

た
が
、
市
の
課
題
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
か
。

答　

福
祉
部
長　

　

こ
の
法
律
は
、
国
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
行
政
機
関
を

対
象
と
し
た
「
対
応
要
領
」

を
作
成
し
、
障
害
の
あ
る
人

へ
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
で

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る

福
祉
行
政
に
努
め
る
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
べ

て
の
障
害
の
あ
る
人
で
不
当

な
差
別
的
取
り
扱
い
が
な
い

よ
う
に
「
合
理
的
配
慮
」
を

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

意
識
づ
け
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。

問　

県
や
他
市
町
村
の「
対
応
要
領
」

に
は
、「
合
理
的
配
慮
を
し
な
か
っ

た
り
、
障
害
者
の
不
当
な
差
別
的
な

取
り
扱
い
を
し
た
り
し
た
場
合
は
、

問　

市
教
育
委
員
会
の
「
職
員
対
応

要
領
」
は
作
ら
な
い
の
か
。

答　

教
育
次
長　

　

市
教
育
委
員
会
と
し
て
、「
公
立

学
校
の
教
職
員
対
象
の
対
応
要
領
」

を
作
成
し
て
い
く
。

懲
戒
処
分
に
値
す
る
」
と
い
う
項
が

あ
る
が
、
笠
間
市
の
「
職
員
対
応
要

領
」
に
は
な
ぜ
な
い
の
か
。

答　

副
市
長　

　

他
の
自
治
体
で
は
、「
対
応
要
領
」

を
通
常
の
事
務
の
内
部
的
な
規
範
・

規
律
を
定
め
る
た
め
の
「
要
領
」
と

位
置
づ
け
て
い
る
が
、
当
市
は
そ
れ

よ
り
も
上
の
「
訓
令
」
と
位
置
づ
け

て
い
る
。「
要
領
」
は
「
懲
戒
処
分

等
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知

れ
な
い
」
と
、
あ
る
程
度
裁
量
権
を

認
め
て
い
る
が
、「
訓
令
」
は
「
規
則
」

で
あ
り
、「
規
則
」
に
違
反
す
れ
ば

当
然
懲
戒
処
分
に
な
る
の
で
、
当
市

の
「
要
領
」
に
は
そ
の
項
が
な
く
、

そ
れ
だ
け
他
市
よ
り
も
重
く
位
置
づ

け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問　

健
常
者
も
含
め
て
理
解
し
合
っ

て
、
障
害
者
が
差
別
さ
れ
な
い
よ
う

な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う

の
が
こ
の
法
律
の
目
的
で
あ
り
、
課

題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
障
害
の
あ

る
方
に
対
す
る
差
別
的
扱
い
に
つ
い

て
具
体
的
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
、
同
時
に
当
事
者
で
あ

る
障
害
を
お
持
ち
の
方
の
意
見
が
き

ち
ん
と
聞
け
る
よ
う
な
体
制
が
な
い

と
い
け
な
い
。
相
談
や
問
題
解
決
の

体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

福
祉
部
長　

　

社
会
福
祉
課
に
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

受
け
た
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
、
そ

の
他
の
関
係
者
の
相
談
等
に
対
応
す

る
。
相
談
窓
口
で
対
応
で
き
な
い
事

案
や
複
数
の
機
関
に
よ
る
連
携
が
必

要
と
思
わ
れ
る
事
案
に
つ
い
て
は
、

本
人
の
同
意
を
得
た
上
で
、「
障
害

者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
」
に

情
報
を
提
供
し
、
情
報
の
交
換
や
差

別
を
解
消
す
る
た
め
の
協
議
を
行

う
。
市
と
し
て
は
、
新
た
に
設
置
す

る
の
で
は
な
く
、
既
存
の
「
笠
間
市

障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会
」
に

「
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議

会
」
の
機
能
を
付
加
し
、
本
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
し
た
。

問　

こ
の
法
律
の
付
帯
決
議
で
「
法

律
の
上
乗
せ
、
横
出
し
を
条
例
で

や
っ
て
も
い
い
」と
さ
れ
て
い
る
が
、

市
と
し
て
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
み
た
い
な
も
の
を
作
る
考
え
は

な
い
か
。

答　

福
祉
部
長　

　

条
例
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
し
て

な
い
が
、
内
容
や
状
況
等
を
把
握
し

な
が
ら
、
役
所
内
で
よ
く
議
論
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

健常者も障がい者も共に生きるまちづくりを

石
いしまつ

松 俊
と し お

雄
議　員
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委員会活動報告

　議会広報全国コンクールにおいて２年連続最優秀賞を受賞
された、山形県川西町議会を視察研修してきました。
　川西町の「議会だより」は、定例会終了後の翌月１５日の発行を厳守しており、定例会の
会期中から編集作業を進めるなど、会議結果等をなるべく早く、市民にお知らせするための
努力をされていました。
　また、市民の目線に立って、いかにわかりやすい広報紙となっているか、常に検証する体
制が構築され、議会と市民が一体となった「議会だより」づくりを目指し、議会等に対する
意見をもらう「広報モニター」、紙面への写真掲載については写真の愛好者、文章等では教員
経験者などを公募し「広報アドバイザー」として意見や助言を受けるなど、斬新な取り組み
がなされています。今回の視察研修の成果として、川西町の優れた紙面づくりや取り組みを
積極的に取り入れ、笠間市議会でも、見やすく、読んでみたくなる議会広報紙となるよう、
さらに改善していきたいと思います。

期　　日：平成28年8月23日（火）
研 修 先：山形県川西町議会
研修内容：議会だよりの取り組み

広報委員会行政視察報告

　長崎市では、アジア・国際観光戦略にて、外国人観光客誘致に取り組んでおり、平成２７
年度の年間観光客数は６６９万人、観光消費額１，３６８億円でともに過去最高となりました。
その背景には、観光推進課が海外旅行代理店と連携して行う市のＰＲ、韓国・釜山に職員を
派遣しての情報収集、職員自らが海外にセールスに行くなどの熱心な取り組みがありました。
規模の違いはあるものの、笠間市の観光においてもインバウンド効果を高めるためには積極
的な海外等へのアプローチが必要と感じました。
　春日市では、「飼い主のいないねこ不妊去勢手術補助金」制度を制定し、手術費用の一部を
助成しています。飼い主のいないねこの過剰な繁殖を減らすため、市民や地域の有志が地域
住民の理解と協力のもと、手術を行い、新しい飼い主を探すことで将来的に減少させていく
ことを目的としているとのことです。予算規模、補助金額を拡大したことにより申請件数も
増加しており、このような制度を制定している自治体も多く見られることから、事業効果が
うかがえます。笠間市においても、動物愛護の意識を高め、地域の快適な生活環境保持を目
指した制度創設の必要性を感じました。

期日：平成28年8月22日（月）〜24日（水）
研修先・研修内容
長崎県長崎市　国際観光客誘致プロジェクトの概要
　　　　　　　受入れ体制整備の具体策
　　　　　　　外国語メニュー作成支援サイト「ＥＡＴ長崎」
福岡県春日市　動物愛護制度

総務産業委員会行政視察報告
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委員会活動報告

　新函館北斗駅周辺整備は、新駅開設に併せ、駅前の 13.5ha を区画整理し、住宅街区や企業
誘致用地、駐車場用地などが整備されていますが、まだ半分近くが空き地の状況であり、今
後の課題であります。また、新駅には市が管理する観光交流センターが併設され、新幹線利
用による観光客への情報発信により、函館市や湯の川温泉などへの誘客にも効果を上げてい
ました。
　次に、石狩川の治水・氾濫対策では、広大な低平湿地を蛇行して流れるため、大正 7 年か
ら捷

しょう

水路工事（河川のバイパス工事）がはじまり、昭和 44 年には現在の石狩川の骨格が形成
されました。これにより農地開発や市街地整備が進み、流域人口は、明治 30 年頃の約 7 倍の
313 万人に拡大し、これまでに堤防整備やダム、遊水地などの治水対策だけでなく、堤外地
の環境保全にも取り組み自然環境の再生にも力を入れてきました。水害対策では、災害から
人命を守り、減災のための防災行動（いつ、誰が、何を）を時系列にした「タイムライン」が、
先の台風 10 号で効果を上げたことを確認できました。

期　　日：平成28年10月5日（水）～7日（金）
研 修 先：北海道北斗市、札幌市
研修内容：北海道新幹線『新函館北斗駅』周辺整備状況
　　　　 石狩川の治水の歴史と洪水に備えた取り組み

建設土木委員会行政視察報告

　高槻市では、子ども未来部子育て総合支援センター「カンガルーの森」を見学し、市の子育て
支援施策における変遷と現状について伺いました。平成１９年に子育て支援の中心を担う拠点施
設として「カンガルーの森」を駅前に設置し、研修・研究機能、情報発信機能、交流機能、相談
機能の場を提供しています。そこでは保健師・保育士・社会福祉士・臨床心理士など専門職が中
心に配置され、運営内容の充実が図られていました。
　摂津市では、小中学校で抱える課題「虐待・不登校・いじめ・暴力行為」への対応が急務と考え、
スクールソーシャルワーカーを配置し、学校と家庭だけでなく、関係機関との連携を深め、課題
解決を図っています。また、スクールソーシャルワーカーへの支援体制として、スーパーバイザー
からの助言やスクールソーシャルワーカー連絡会や協議会を定期的に実施しており、学校におけ
るきめ細かな対応を進めていくうえでとても大事なことと感じました。
　泉南市では、「WAO（輪を）! SENNAN  W：忘れても　だいじょうぶ、A：あんしんと、O：
おもいやりの町　せんなん」を合言葉に、認知症ケア＝地域包括ケアとの位置付けで地域福祉力
の再生を通した地域包括システムへの取組みを進めています。大阪府内で人口に占める認知症サ
ポーター数の割合では、泉南市は２０％を超えダントツに１位であるのは、地域住民への理解を
してもらうために、さまざまな事業の中で多角的な啓発活動を行ってきた成果であると言われて
いました。認知症ケアにおける地域支援体制は、啓発し続けることが大切であると感じました。

期日：平成28年10月4日（火）〜6日（木）
研修先・研修内容
大阪府高槻市　子育て総合支援センター「カンガルーの森」
　　　摂津市　スクールソーシャルワーカー等の活用事例
　　　泉南市　地域包括ケアシステムの取り組み

教育福祉委員会行政視察報告
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委員会活動報告

笠間市議会でも政策立案機能の充実に向けた検討を
　「政策検討会議」は、政策立案を目標に具体的な調査・研究を行い、
各会派から選出した議員によって構成されています。合わせて議員
全員による政策検討会議全体会も設置され、検討会議での経過報告
を受けて、議会全体でも協議が行われています。調査研究や条例案の検討・作成にあたって
は市の関係部局だけでなく、参考人招致や公聴会が必要に応じて開催され、「政策アドバイザー
制度」によって、大学との連携も行われていました。「政策アドバイザー制度」とは、政策立
案機能向上のための大学との連携制度です。これまで龍谷大学、立命館大学、同志社大学政
策学部・大学院総合政策科学研究科と「パートナーシップ協定」が結ばれ、条例策定にあたっ
ての講師紹介や、議会報告会のファシリテーター派遣、インターンシップ学生の受け入れな
どが行われています。とりわけインターン生の受け入れは、大学側にとってメリットになっ
ているということです。笠間市議会でもこうした取り組みに学び、政策立案機能の充実に向
けた検討を始める時期に来ているのではないでしょうか。

期　　日：平成28年10月18日（火）～19日（水）
研 修 先：滋賀県大津市議会
研修内容 ①政策検討会議　②大学とのパートナーシップ協定

議会運営委員会行政視察報告

※�生中継は本所・各支所に配置され
たテレビでもご覧いただけます。

→⑥ご覧になりたい部分を選択してクリック

議会中継→④ 会議録検索 ⑤ を選択してクリック

笠間市ホームページのトップページ
右上の① 笠間市議会→② または下部のスクロール画面③ をクリック行政情報 笠間市議会

⑤

④
⑥

①
②

③
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お知らせ
　

市
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
会
で
は
皆
さ
ん
の
生
活
に
直
結

し
た
重
要
な
問
題
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
政
を
身
近
に
知
る
た
め
に
も
議

会
を
傍
聴
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
議
会
傍
聴
の
手
続
き

　

本
会
議
開
催
当
日
に
、
市
役
所
３
階
で
傍
聴
券
の
交
付
を
受
け
て
傍
聴
席
に

お
入
り
く
だ
さ
い
。

■
第
４
回
定
例
会

　

次
回
の
定
例
会
は
、
左
記
の
日
程
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
政
な
ど
に
つ
い
て
要
望
が
あ
る
と
き
は
、
だ

れ
で
も
市
議
会
に
対
し
請
願
・
陳
情
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
請
願
・
陳
情
は
、
文
書
で
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
請
願
・
陳
情
書

の
作
成
・
提
出
方
法
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
請
願
・
陳
情
書
の
作
成
、
提
出
方
法

　

①
請
願
・
陳
情
書
に
は
、
特
に
決
め
ら
れ
た
様

式
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、左
記
の
書
式
例
を
参
考
に
、

件
名
、
請
願
・
陳
情
の
要
旨
、
提
出
年
月
日
、
請

願
・
陳
情
者
の
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
し
、

笠
間
市
議
会
議
長
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
の
署
名
ま
た
は
記

名
押
印
が
必
要
で
す
。
陳
情
書
に
は
紹
介
議
員
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
請
願
・
陳
情
の
取
扱
い

　

持
参
い
た
だ
い
た
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
、

本
会
議
に
提
出
し
審
議
を
行
い
、
採
択
・
不
採
択

の
結
論
を
出
し
ま
す
。
た
だ
し
、
郵
送
さ
れ
た
陳

情
に
つ
い
て
は
、
議
員
配
布
の
み
と
し
、
議
員
活

動
の
参
考
に
し
ま
す
。

請
願
・
陳
情

議

会

日

誌

■
８
月

　
　
　

19
日   

全
員
協
議
会

　
　
　

22
日
～
24
日

　
　
　
　
　
　

�

総
務
産
業
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　

23
日
～
24
日

　
　
　
　
　
　

�

広
報
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　

25
日   

議
会
運
営
委
員
会

■
９
月

　
　
　

１
日
～
16
日　

  

　
　
　
　
　
　

第
３
回
定
例
会

　
　
　

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

６
日　

総
務
産
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　

教
育
福
祉
委
員
会

　
　
　

７
日　

建
設
土
木
委
員
会

　
　
　

８
日
・
９
日
・
12
日　
　
　

　
　
　
　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　

16
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

29
日　

広
報
委
員
会

■
10
月

　
　
　

４
日
～
６
日　
　
　

　
　
　
　
　
　

�

教
育
福
祉
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　

５
日
～
７
日　
　
　

　
　
　
　
　
　

建
設
土
木
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　

14
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

18
日
～
19
日　
　
　

　
　
　
　
　
　

�

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　

20
日　

全
員
協
議
会

■
11
月

　
　
　

４
日   

第
１
回
臨
時
会

　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
会

 
年　月　日

笠間市議会議長　様

　請願（陳情）者
　　住所　○○○○
　　氏名　○○○○
　　電話番号　○○○○
　　紹介議員　○○○○

○○○に関する請願書（陳情書）

　請願（陳情）の趣旨
　請願（陳情）事項

●請願（陳情）書式例●

平成２８年第４回笠間市議会定例会会期日程（案）

月　日 曜日 時　刻 会　議 議　　　事

12 月 1 日 木 午前10時 本会議

開会、会期の決定

請願・陳情（付託）

議案上程・提案理由の説明

質疑・討論・採決（議案の一部）

2 日 金 休　会 議案調査

3 日 土 休　会

4 日 日 休　会

5 日 月 午前10時 本会議 議案質疑・委員会付託

6 日 火 休　会 議事整理

7 日 水 休　会 常任委員会（総務産業・教育福祉）

8 日 木 休　会 常任委員会（建設土木）

9 日 金 休　会 議事整理

10 日 土 休　会

11 日 日 休　会

12 日 月 午前10時 本会議 一般質問

13 日 火 午前10時 本会議 一般質問

14 日 水 午前10時 本会議 一般質問

15 日 木 午前10時 本会議

各委員会委員長報告

質疑・討論・採決

閉会
※日程は変更になる場合もあります。

ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ

　
「
議
会
だ
よ
り
」
の
内
容
に
つ
い
て
の

ご
意
見
、
お
問
い
合
わ
せ
は
議
会
事
務
局

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
、
質
問
・
答
弁
の

要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務

局
・
各
図
書
館
に
備
付
け
の
会
議
録
冊
子
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
会
議
録
、
録
画
放

映
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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情報あれこれ

編

集

後

記

　

去
る
、８
月
23
日
（
火
）
広
報
委
員
会
は
、

川
西
町
（
山
形
県
）
に
て
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
見
や
す

い
議
会
だ
よ
り
を
作
成
し
発
行
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
川
西
町
の
実
績
「
議
会
広
報
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
」
２
年
連
続
受
賞
に
至
る
実
務

や
ア
イ
デ
ィ
ア
、
市
民
と
の
関
わ
り
な
ど
を

細
部
に
わ
た
り
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

　

早
速
、
本
巿
「
か
さ
ま
版
」
を
市
民
全
体

に
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
、
本
紙
43
号
に
反

映
し
て
み
ま
し
た
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
①
文

字
数
（
５
段
→
４
段
）
②
文
字
の
大
き
さ
③

見
出
し
の
工
夫
。さ
ら
に
④
表
紙
の
変
更（
全

面
写
真
）の
４
点
に
つ
い
て
見
直
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
編
集
後
記
は
、
委
員
会
の
研
修
報

告
を
兼
ね
た
内
容
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等
を
取
り
入
れ
な
が
ら

委
員
会
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
西
山　

猛
）

広
報
委
員
会

　
　

委
員
長　
　
　

大
関　

久
義

　
　

副
委
員
長　
　

村
上　

寿
之

　
　

委
員　
　
　
　

石
井　
　

栄

　
　

委
員　
　
　
　

菅
井　
　

信

　
　

委
員　
　
　
　

畑
岡　

洋
二

　
　

委
員　
　
　
　

橋
本　

良
一

　
　

委
員　
　
　
　

石
田　

安
夫

　
　

委
員　
　
　
　

西
山　
　

猛

急がれる友部駅南側の整備
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